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沖縄科学技術大学院大学設立構想について沖縄科学技術大学院大学設立構想について

沖縄をアジア太平洋地域の先端的頭脳集積地域として発展させる沖縄をアジア太平洋地域の先端的頭脳集積地域として発展させる
世界の科学技術の発展に寄与世界の科学技術の発展に寄与

沖縄に自然科学系の世界最高水準の国際的な大学院大学を創設沖縄に自然科学系の世界最高水準の国際的な大学院大学を創設

○新大学院大学の特徴○新大学院大学の特徴
世界最高水準を目指す世界最高水準を目指す
教授陣・学生を海外より教授陣・学生を海外より招へい招へい／英語での講義／内外の一流大学等との連携／英語での講義／内外の一流大学等との連携
生命システムを中心とした融合領域が中心的な研究課題生命システムを中心とした融合領域が中心的な研究課題
最先端の研究設備と優れた居住環境を整備最先端の研究設備と優れた居住環境を整備
沖縄における知的・産業クラスターの形成を目指す沖縄における知的・産業クラスターの形成を目指す

○進捗状況○進捗状況
本年９月、大学院大学の前身となる「沖縄科学技術研究基盤整備機構」を設立。本年９月、大学院大学の前身となる「沖縄科学技術研究基盤整備機構」を設立。
世界的に著名な研究者から助言・関与を得て運営世界的に著名な研究者から助言・関与を得て運営
理事長予定者：シドニー・ブレナー博士（理事長予定者：シドニー・ブレナー博士（20022002年ノーベル生理学・医学賞受賞）年ノーベル生理学・医学賞受賞）



沖縄科学技術大学院大学（仮称）設置に向けた取り組み（平成１８年度）

独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構（平成17年9月設立）において、
沖縄科学技術大学院大学（仮称）の設置準備、研究基盤整備を着実に推進。

○恩納キャンパス施設整備の本格化

○先行的研究事業（IRP）の拡充

○国際ワークショップ等による国際交流推進

参考：平成17年度予算（計51.4億円）

整備法人運営経費 9.1億円

施設整備費 10.3億円

研究事業 30.0億円

国際ワークショップ 1.4億円

その他 0.5億円
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